明治期における未成年犯罪者処遇制度 by タナカ, アキコ & 田中, 亜紀子
Osaka University
Title明治期における未成年犯罪者処遇制度
Author(s)田中, 亜紀子
Citation
Issue Date
Text Versionnone
URL http://hdl.handle.net/11094/43345
DOI
Rights
< 1 >
た なか あさ
氏 名田中亜紀子
博士の専攻分野の名称 博士(法学)
学位記番号第 16718 号
学位授与年月日 平成 14 年 3 月 25 日
学位授与の要件 学位規則第 4 条第 l 項該当
法学研究科公法学専攻
学位論文名 明治期における未成年犯罪者処遇制度
論文審査委員 (主査)
教授中尾敏充
(副査)
教授佐久間修 教授三成賢次
論文内容の要旨
本研究目的は、近代日本における未成年犯罪者に関する法政策の性質を明らかにするために、明治三十三年感化法
制定から明治四十一年に感化法の改正が行われる時期を対象とし、明治期における未成年犯罪者処遇制度が形成・確
立される過程の検討を通じて、明治期における国家の未成年者に対する関与の意図およびその性格、さらにその後の
未成年者に関する諸制度への影響を考察することである o
研究方法としては、明治三十三年感化法の背景としての明治期における監獄諸法の検討、感化法起草者である小河
滋次郎および窪田静太郎の言説の分析、帝国議会における明治三十三年感化法および明治四十一年改正感化法に関す
る議論などの分析を行い、その結果以下のことを明らかにしている。
明治初期より国家は学制に始まる教育制度の整備、及び民法制定による家族制度の確立を目指してきたが、明治三
十三年感化法は、その両者から逸脱した未成年者に対しても国家が配慮せざるを得なくなった状況が生じてきたこと
を示すものであり、国家が彼らに対しても一定の処遇を行う意思を表示したことを示すものであった。しかし明治三
十三年感化法は、明治四O年刑法の影響をうけた四十一年改正感化法となることによってようやく十分に施行される
ことになった。明治四十一年感化法改正は、感化法の施行に実効性を持たせるものであったという点において、明治
三十三年感化法段階よりも未成年者処遇に対する国家の積極性を表すものであった。またこの改正によって、それま
では非犯罪者と包括的に扱われることによって、児童保護・刑事制度の混在した状態で、両者の対象となっていた未
成年犯罪者処遇が、犯罪者という側面を強調されることによって、再び児童保護の枠組みから刑事制度の枠組みへ移
行されはじめる契機を示すものでもあった。
論文審査の結果の要旨
本論文は、明治期における未成年犯罪者処遇制度を、犯罪予防と児童保護の両面から考察し、明治国家がどのよう
な形態で、未成年者を本格的に把握しようとしたのかを明らかにしようとするものである。
第一章では、教育諸法における未成年者及び社会政策の一類型としての未成年者処遇を簡単に跡づけ、第二章では、
小河滋次郎の考えを中心にして未成年犯罪者処遇から不良少年処遇に重点が移されていくことを明らかにし、また、
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民間感化院の動向及び感化院法制化の動きをも考察しているO 第三章では、感化法起草者である窪田静太郎の欧米感
化法理解及び欧米法の影響などを検討し、第四章では、明治三十三年感化法から明治四十一年感化法改正への動き及
び要因を明らかにしている。第五章では、内務省地方局による行政官主導の感化院のあり方と異なる、司法官僚によ
る未成年犯罪者処遇構想が打ち出されてくることを考察している。
未成年犯罪者処遇が従来の児童保護と刑事制度の混在した状態から犯罪者という側面が強調されることによって、
再び児童保護の枠組みから刑事制度の枠組みへ移行されはじめる契機となったと結論づけている。
本論文の特色は、議会議事録などの立法資料だけでなく、感化法制定に関わった二人の人物の考え方及び民間の感
化院の状況などにも注目して、法制度の基礎にある思想及び実態をふまえて、感化法の役割・機能を明らかにしよう
としたところにある。資料の調査・整理・分析には、独立した研究者として自立しうる能力があることが認められる。
なお、欧米との比較を行うためには、単に当時の日本人の理解だけでなく、原典に当たって検討することが必要であ
る o この点は今後の課題として残されているが、博士論文として価値あるものと認めたものである O
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